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【公開番号】特開2008-244613(P2008-244613A)
【公開日】平成20年10月9日(2008.10.9)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月26日(2010.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　獲得手段が、異なる照明光をミックスした照明光下で画像出力機器のデバイスカラーの
カラーパッチの測色値を得る工程と、
　作成手段が、前記得る工程で得られたカラーパッチの測色値から色変換定義を作成する
工程と
を有することを特徴とする色変換定義の作成方法。
【請求項２】
　前記ミックスした照明光は、少なくとも第一の照明光と前記第一の照明光とは異なる第
二の照明光をミックスした光であることを特徴とする請求項１に記載の色変換定義の作成
方法。
【請求項３】
　前記第一の照明光、前記第二の照明光はＦ８、Ｆ１０であることを特徴とする請求項２
に記載の色変換定義の作成方法。
【請求項４】
　前記測色値を得る際に、前記照明光が変わった場合のデバイスカラーの色域毎の見え方
の変化の大きさによって前記照明光のミックス比率を変更することを特徴とする請求項１
に記載の色変換定義の作成方法。
【請求項５】
　前記色変換定義は、ルックアップテーブルもしくはマトリックスであることを特徴とす
る請求項１に記載の色変換定義の作成方法。
【請求項６】
　異なる照明光をミックスした照明光下で画像出力機器のデバイスカラーのカラーパッチ
の測色値を得る獲得手段と、
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　前記獲得手段で得られたカラーパッチの測色値から色変換定義を作成する作成手段と
を有することを特徴とする色変換定義の作成装置。
【請求項７】
　前記ミックスした照明光は、少なくとも第一の照明光と前記第一の照明光とは異なる第
二の照明光をミックスした光であることを特徴とする請求項６に記載の色変換定義の作成
装置。
【請求項８】
　前記第一の照明光、前記第二の照明光はＦ８、Ｆ１０であることを特徴とする請求項７
に記載の色変換定義の作成装置。
【請求項９】
　前記測色値を得る際に、照明光が変わった場合のデバイスカラーの色域毎の見え方の変
化の大きさによって前記照明光のミックス比率を変更することを特徴とする請求項６に記
載の色変換定義の作成装置。
【請求項１０】
　前記色変換定義は、ルックアップテーブルもしくはマトリックスであることを特徴とす
る請求項６に記載の色変換定義の作成装置。
【請求項１１】
　請求項１～５のいずれかに記載された色変換定義の作成方法の各工程をコンピュータに
実行させるための処理プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像出力機器の色変換定義の作成方法、作成装置及びそのプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明に係る色変換定義の作成方法は、獲得手段が、異なる照明光をミックスした照明
光下で画像出力機器のデバイスカラーのカラーパッチの測色値を得る工程と、作成手段が
、前記得る工程で得られたカラーパッチの測色値から色変換定義を作成する工程とを有す
ることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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